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＜連絡事項＞
・特にありません。
＜患者様連絡事項＞
・吉田　守幸様～主治医よりレボフロキサシン錠（500）1T 1×夕食後
　　　　　　　 3日分処方となっています。
・高橋　義明様～兄様へ架電。コロナ陽性後、隔絶解除となり、現在の体調に
ついて説明しています。また、本人のズボンの半分以上が

ゴムが緩んでおり、臀部が見える状況となっている為、本人

より購入希望がある事と、不要となった私物について、当院で

処理して構わないか確認。「いい大人ですから、買わせて下さ
い」と。不要な物の処理についても同意を得ています。
・赤間　健太様～起床後、ホールにてテレビ鑑賞中、衝動的に特定患者様へ殴り
かかる場面あり。介入にも「ダメ」「殺してやる」と自制困難。
相手との距離をとり傾聴後、次第に気分は落ち着く事出来て
います。担当スタッフとも振り返り実施し、精神的に調子を
落としている、気分の高さ等、北病棟においても病状は多岐に
渡り、相手との距離感などについて指導。今月中に退院を予定

しており、訪問指導実施予定である為、聞き取りを行っていま
すが、指導にも聞き入れ良好で退院について不安感はないと。
今回の入院の原因となった、多量服薬など、安易な行動は
今後行なわない事、残りの入院生活で、生活習慣を見直す様
伝え、「はい」と返答。来週主治医出勤時、服薬自己管理の
許可を頂く予定です。
＜要注目患者様情報＞
・赤間　健太様～表情の硬さ持続。「今朝よりも落ち着いた」と話し、苛々感は
軽減したとの事。ストレスへの対処行動は見出せずにいる様子
です。
・中川原　義雄様～気分高揚持続。他者への話しかけ多く大袈裟な動作も持続。
　　　　　　　　　頓服薬は「まだ大丈夫でしょぉ－」と大笑いし内服せず。
トラブル発展ないよう適宜介入必要としています。
＜環境整備状況評価＞
・スタッフオフィス内の生理整頓を継続し、現在の状況を維持していきましょう。
また、昨日から患者様達が嗜好品摂取行っていますが、食べこぼしなどある為、
各勤務帯で清掃実施していきます。
＜食事意見＞

・コロナ対応で、三八五スタッフ、各病棟にご協力頂き、ありがとうございます。
